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　平
成
23
年
の
幕
開
け
を
迎
え
、
町

民
の
皆
様
に
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で

希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　お
か
げ
さ
ま
で
、
皆
様
方
の
深
い

ご
理
解
と
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ

き
、
町
政
を
担
当
し
て
初
め
て
の
新

年
を
迎
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
こ
と

を
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
年
頭

に
あ
た
り
町
民
の
幸
せ
づ
く
り
の
た

め
責
任
と
使
命
を
自
覚
し
、
誠
心
誠

意
努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
決
意
を
新
た
に
し
、
新
し
い
年

の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　さ
て
、
昨
年
は
４
月
20
日
に
家
畜

　皆
さ
ま
に
は
、
お
健
や
か
に
初
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
こ
の
平
成
23
年
が
実
り
多

い
素
晴
ら
し
い
一
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、
昨
年
は
、
４
月
に
県
内
で

発
生
し
ま
し
た
家
畜
伝
染
病
「
口
蹄

疫
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
民
総
出

の
懸
命
な
防
疫
対
策
で
、
８
月
27
日

終
息
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
畜
産
農
家
を
は
じ
め
関
連
企
業

の
方
々
、
町
民
・
県
民
の
皆
さ
ま
の

伝
染
病
「
口
蹄
疫
」
が
発
生
し
、
本

県
畜
産
業
界
は
も
と
よ
り
あ
ら
ゆ
る

産
業
に
未
曾
有
の
影
響
を
与
え
た
、

ま
さ
に
激
甚
災
害
の
年
で
し
た
。
本

町
で
は
幸
い
に
し
て
一
頭
の
殺
処
分

も
す
る
事
な
く
済
み
ま
し
た
が
、
児

湯
地
区
を
始
め
と
し
た
県
央
地
区
で

は
甚
大
な
る
被
害
を
被
り
、
そ
こ
か

ら
の
復
興
へ
の
道
の
り
が
長
く
厳
し

い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中

に
も
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
を

は
じ
め
、た
く
さ
ん
の
町
民
の
皆
様
・

各
団
体
・
企
業
の
皆
々
様
か
ら
温
か

い
励
ま
し
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
、
多
大

な
る
義
援
金
等
の
ご
援
助
を
頂
き
ま

ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で

す
。　口

蹄
疫
被
害
か
ら
の
復
興
の
緒
に

つ
い
た
ば
か
り
の
11
月
９
日
、
国
会

で
は
「
包
括
的
経
済
連
携
に
関
す
る

基
本
方
針
」
を
閣
議
決
定
し
、
そ
の

中
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
戦
略
的
経

済
連
携
協
定
）
に
つ
い
て
「
関
係
国

と
の
協
議
を
開
始
す
る
」
と
報
道
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
仮
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
締
結

と
な
れ
ば
、
農
林
水
産
物
が
大
量
に

輸
入
さ
れ
、
本
県
で
は
農
業
で
１
・

し
た
。
温
か
い
ご
好
意
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
全
町
民
、

力
を
合
わ
せ
こ
の
難
局
を
乗
り
切
り

一
刻
も
早
く
従
前
の
様
な
平
穏
で
活

気
あ
る
ふ
る
さ
と
再
生
へ
と
創
意
工

夫
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。
口
蹄
疫
発
生
で
不
安
な

経
営
を
強
い
ら
れ
る
畜
産
農
家
へ
の

支
援
、
又
様
々
な
産
業
・
各
種
団
体

へ
の
継
続
的
な
支
援
・
助
成
も
復
興
・

再
生
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
課

題
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
引
き
続

き
本
県
が
、
食
料
供
給
県
と
し
て
自

信
を
持
ち
な
が
ら
、
安
全
・
安
心
な

農
畜
産
物
の
安
定
供
給
に
寄
与
で
き

ま
す
よ
う
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　と
こ
ろ
で
、
本
年
は
長
期
総
合
計

画
を
見
直
す
年
で
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
作
成
に
昨
年
か
ら
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
を
年
代
ご
と

に
抽
出
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
依

頼
し
、
少
し
で
も
町
民
の
声
を
反
映

し
た
計
画
書
の
策
定
に
力
を
注
い
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
は
国
と
地
方
が
、「
対

等
・
協
力
」
の
関
係
に
な
る
事
か
ら

地
方
行
政
の
自
主
的
な
確
立
が
必
要

で
す
。「
町
民
」
の
意
思
・
意
向
を

十
分
に
取
り
入
れ
た
町
民
と
の
協
働

の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
か
な
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

　そ
れ
か
ら
何
と
言
っ
て
も
、
あ
と

５
２
９
億
円
、
水
産
業
で
68
億
円
、

林
業
で
２
億
５
千
万
円
の
損
失
が
試

算
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
、
町
議
会
と
し
て
は
、
反
対

す
る
意
見
書
を
国
に
対
し
て
提
出
い

た
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
12
月
４
日
に
は
、
悲
願
で

あ
っ
た
道
路
網
整
備
と
し
て
の
東
九

州
自
動
車
道
門
川
─
日
向
間
、
延
長

13
・
９
キ
ロ
が
開
通
い
た
し
ま
し

た
。
地
域
間
交
流
、
観
光
振
興
や
産

業
の
発
展
に
大
き
な
可
能
性
を
感
じ

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
門
川
、
日

向
間
の
往
来
に
不
満
も
あ
り
ま
す
の

で
、
町
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
町

民
の
利
便
性
、
町
の
産
業
活
性
化
の

観
点
か
ら
「
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
の
整
備
」
を
町
当
局
と
一
体

と
な
っ
て
要
望
活
動
を
強
力
に
押
し

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　町
議
会
は
、
年
４
回
の
定
例
会
と

必
要
に
応
じ
て
招
集
さ
れ
る
臨
時
会

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
町
の
意
思
決

３
年
後
に
は
東
九
州
高
速
道
路
（
延

岡
～
宮
崎
）
が
全
面
供
用
さ
れ
ま

す
。
門
川
Ｉ
Ｃ
は
ハ
ー
フ
イ
ン
タ
ー

で
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
ち
ら
か
ら
で

も
乗
り
降
り
で
き
る
利
便
性
の
高
い

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
設
置
に
向
け
、

活
発
な
要
望
活
動
を
し
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
引
い
て
は
、

海
あ
り
・
山
あ
り
・
川
あ
り
の
素
晴

ら
し
い
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
、
特

色
あ
る
我
が
町
を
活
か
し
た
町
づ
く

り
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま

す
。　申

し
あ
げ
る
ま
で
も
な
く
町
政
発

展
の
基
本
は
、
産
業
全
般
に
活
気
が

あ
り
、
幼
い
子
供
か
ら
若
者
そ
し
て

高
齢
者
に
至
る
ま
で
、
健
康
で
明
る

く
触
れ
合
い
が
あ
り
安
ら
ぎ
と
豊
か

さ
を
実
感
で
き
る
福
祉
・
健
康
・
環

境
の
整
っ
た
「
町
民
一
人
ひ
と
り
が

主
役
の
町
づ
く
り
」
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
一
年
も
職
員
共
々
一
丸

と
な
っ
て
、
そ
の
使
命
と
責
任
を
自

覚
し
一
層
の
努
力
を
し
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　本
年
も
皆
様
に
取
り
ま
し
て
健
康

で
幸
せ
な
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
年
頭
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
十
三
年

　元
旦

定
を
行
う
議
決
機
関
で
あ
り
ま
す
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
町
民
の
皆
様
の
視

点
に
立
っ
て
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
を
念
頭
に
、
今
日
の

景
気
の
動
向
と
山
積
す
る
諸
問
題
の

重
要
性
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
新
し

い
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
べ
く

努
力
研
鑽
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、
町
民
に
身
近
な
、
開
か
れ

た
議
会
を
目
指
し
て
行
い
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
議
会
の
傍
聴
に

も
お
越
し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。　今

後
と
も
町
民
の
皆
様
の
ご
指
導

を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
、
念
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。
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謹
ん
で
新
春
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す

謹
ん
で
新
年
の
ご
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す
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　あけましておめでとうございます。よいお正月をお迎えにな
ったでしょうか？平成 18 年の 7 月から続けてきたこのページも
足かけ 5 年、第 54 回となりました。平成 19 年 9 月からは、勝
蓮寺の天井画も 37 回（74 枚）紹介して来ました。これからもで
きるだけわかりやすく紹介できるよう工夫していきますので、
よろしくお願いします。
　さて新春を迎え、紹介する文書は、昭和 16 年５月 20 日付の
宮崎県学務部からの照会に対して、中山神社の宮司が回答した
内容の一部です。昭和初期の資料ですが、町内の祭りについて
詳しく報告されており貴重な記録です。照会は昭和 16 年から 17
年にかけて県下の神社に対して実施され、門川ではほかに川内

正月の特殊神事

勝蓮寺天井画紹介［第37回］

シュウカイドウ

「宮崎県文書センター所蔵文書」

サギソウ

神社の的祈念、門川神社の臼太鼓、尾末神社の太鼓台などが報告されていました。今回は正月に関係
しているということで、中山神社（中山さん）の「裸参り」を紹介しましょう。
　現在と違って男女ともに行っており、午前 0 時に自宅を出て海水や河水で禊をし、「おきよ、おきよ」
と掛け声をして神社に駆け足で参拝し、社殿を３回廻ると書かれています。昭和 16 年には、又盛ん
になって来ていたようですが、明治中葉まで盛んに行われていたものが、警察の風紀取り締まりのた
め衰えたというのも興味深い話です。

公的年金等の源泉徴収票が交付されます
老齢給付の受給者に送付
　国民年金、厚生年金保険および共済組合などから支給される公的年金等については、所得税法上
「雑所得」とみなされ、所得税が課せられます。しかし、国民年金法等において、障害もしくは死亡
を支給事由とする年金については課税しないこととなっているため、老齢もしくは退職を支給事由と
する年金についてのみ課税されます。
　公的年金等の支払者（厚生労働省・各共済組合）は、所得税が老齢年金等から源泉徴収されたか否
かにかかわらず、老齢年金等を受けている方々全員に「公的年金等の源泉徴収票」を作成し、その年
の翌年１月31日までに交付します。
　このため、厚生労働省から委託された日本年金機構は、国民年金、厚生年金保険の対象となる年金
受給者の方々に平成22年分の源泉徴収票を作成し、平成23年１月末日までに届くよう順次送付しま
す。
　源泉徴収票に記載されている事項は、その年の一年間に支払われた年金の総額、社会保険料の金額
（介護保険料額、国民健康保険料および長寿医療保険料）、源泉徴収税額および控除内容となってい
ます。
　なお、65歳未満で年金の支払額が108万円に満たない方と、65歳以上で年金の支払額が158万円に
満たない方については、所得税が源泉徴収されません。

確定申告の際に必要
　二つ以上の年金の支払者に扶養親族等申告書を提出している方や、年金以外に給与等の所得がある
方、または公的年金等の雑所得の合計額が各種所得控除の合計額を超える方などは、確定申告（平成
23年２月16日～３月15日までに、住所地を管轄する税務署で受付）を行うことになっています。こ
の源泉徴収票は、その際に、添付書類として必要となりますので大切に保管してください。
　なお、老齢年金等から特別徴収されていない介護保険料などの社会保険料がある場合は、確定申告
を行い、所得税の過不足分を精算することになります。
　万一、源泉徴収票を紛失された場合や未着の場合には、日本年金機構のねんきんダイヤルにおいて
源泉徴収票の再交付の受付を行っています。

ねんきんダイヤル
【電話番号】0570-05-1165
　※IP電話・PHSからは、03-6700-1165にお電話ください。
【受付時間】
　・月～金曜日=８時30分～17時15分
ただし月曜日（月曜日が休日の場合は火曜日）は19時まで受付けています。

　・第二土曜日=９時30分～16時

※日曜日と第二を除く土曜日、祝日はご利用いただけません。
　また、来訪による源泉徴収票の再交付の受付、その他の年金相談については、年金事務所および年
金相談センターで受付けています。お問い合わせ等の際は、年金証書の基礎年金番号・年金コードを
ご用意ください。

※日本年金機構ホームページ　http://www.nenkin.go.jp

月に１度、日向市で移動年金相談を行っています。年金相談や年金請求の手続きができます。年金手帳・

印鑑をご持参ください。代理の方が相談される場合は、委任状と身分証明書が必要です。

　　　　　　　　　　　　日時：１月27日（木）午前10時から午後３時まで

　　　　　　　　　　　　場所：日向市中央公民館

～
前
文
省
略
～

　
　
　特
殊
神
事
ニ
関
ス
ル
件

五
月
二
十
日
附
発
社
兵
第
一
〇
四
号
ヲ
以
ツ
テ
御
照
會
相
成
候

標
記
ノ
件
左
記
ノ
通
リ
及
報
告
候
也

　
　
　
　記

一
、
神
社
名

　
　中
山
神
社

一
、
現
行
ノ
特
殊
神
事

　
　（1）

　イ 

裸ハ
ダ
カ体
参マ

イ

リ

　
　
　
　ロ 

日
時

　毎
年
旧
正
月
七
日
午
前
〇
時
ヨ
リ
未
明
迠

　
　
　
　ハ 

由
来

　延
岡
藩
主
、
領
主
等
毎
年
右
ノ
日
ニ
直
参
又
ハ

　
　
　
　
　

 

　
　
　代
参
等
ア
リ
シ
ニ
依
リ
藩
内
ノ
諸
衆
神
威
ヲ
恐
ミ

　
　
　
　
　

 

　
　
　且
ツ
藩
主
ニ
対
シ
裸
体
デ
参
拝
セ
ル
ヲ
礼
ト
心
得

　
　
　
　
　

 

　
　
　裸
参
リ
ノ
風
起
ル
、
コ
ノ
風
習
起
リ
テ
既
ニ
約
五

　
　
　
　
　

 

　
　
　〇
〇
年
以
上
ト
思
料
サ
ル

　
　
　
　ニ 

実
況

　當
日
男
女
青
年
ハ
海
水
、
又
ハ
河
水
ニ
テ
身
ヲ
潔
メ

男
ハ
褌
一
ツ
ニ
刀
ヲ
差
シ
、
女
ハ
ジ○

○
○

○

ュ
バ
ン
一
枚
ヲ

身
ニ
ツ
ケ
嚴
寒
ノ
深
更
自
宅
ヨ
リ
オ
キ
ヨ

　
　ノ
掛

聲
勇
マ
シ
ク
馳
足
ニ
テ
神
社
ニ
参
拝
、
社
殿
ヲ
三
回

廻
リ
テ
帰
宅
シ
更
ニ
着
衣
ノ
上
神
社
参
拝
ヲ
ナ
ス

此
ノ
風
習
明
治
中
葉
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　門川町消防団の消防出初式が次のとおり挙行されます。今回は多目的広場での消防団車両からの一斉放水
とあわせて日向市消防署の消防はしご車による一斉放水（緊急出動、雨天時を除く）も実施されます。
　地元消防団の心意気と、臨場感あふれる消防団車両と消防はしご車からの一斉放水をお楽しみください。
　町民の皆様の御来場と御声援をお待ちいたしております。

（日　時）平成23 年１月４日（火）午前８時から

（場　所）門川町海浜総合公園
（雨天の場合は、門川町総合文化会館で表彰式典のみ行います。）

（内　容）通常点検、表彰、一斉放水
午前８時～正午（予定）

『火の用心!!』
　これからの時季は空気が乾燥してきて、火災の発生しやすい気象条件になってきます。火の取扱いには十分
注意し、火の用心を心がけましょう！

　平成 22 年 11 月、枇榔島と小枇榔が国指定枇榔島鳥獣保護区に指定され
ました。国指定鳥獣保護区に指定されたことを記念し、海鳥の保護と地域と
の共生をテーマにしたシンポジウムを開催します。
（入場は無料です。）

○日　時　平成23年２月５日（土）13時～16時30分

○場　所　宮崎県東臼杵郡門川町南町６丁目１番地
　　　　　門川町総合文化会館　大ホール

○第１部　１. 記念講演　柳生　博（財）日本野鳥の会会長
　　　　　２. 記念上映　NHK「ダーウィンが来た　絶壁落下！

ヒナの大冒険」番組制作担当者によるお話（予定）

○第２部　１. 基調講演　中村　豊　宮崎大学フロンティア科学実験総合センター
　　　　　２. パネルディスカッション
パネリスト　　　　柳生　　　博　　　　　（財）日本野鳥の会会長
　　　　　　　　　中村　　　豊　　　　　宮崎大学フロンティア科学実験総合センター
　　　　　　　　　田ノ上久美子　　　　　宮崎大学教育文化学部附属小学校教諭
　　　　　　　　　渡邉　　綱男（予定）　   環境省大臣官房審議官（自然保護担当）
　　　　　　　　　白川　　裕之（予定）　   NHK 制作局　科学・環境番組部
コーディネーター　神田　　修二　　　　　環境省九州地方環境事務所長

○お問い合わせ先　九州地方環境事務所　野生生物課
　　　　　　　　　☎ 096-214-0339（土日祝日は除く　午前９時～午後５時）

「枇榔島」国指定鳥獣保護区記念シンポジウム
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　本町の福祉活動を担う民生委員・児童委員及び主任児童委員の一斉改選が行われ、下記の方々
が平成 22 年 12 月１日付で厚生労働大臣より委嘱を受けました。
　社会情勢の変化、生活環境の複雑化に伴い地域における福祉問題が重要視されていますが、こ
のような情勢のもとで民生委員・児童委員、主任児童委員の方々のご活躍に期待することは、大
変大きなものがあります。社会奉仕の精神をもって、地域住民の社会福祉増進のためにご尽力を
賜りますようお願いいたします。

各地区の民生委員・児童委員及び主任児童委員は次の方々です。
どうぞお気軽にご相談ください。

　門川町では、放課後に帰宅しても保護者が仕事などで家庭にいない、小学校低学年（１～３年生）
の児童（放課後児童）の健全育成を図るために児童クラブを開設しております。このクラブでは、
放課後一人ひとりの児童が安心して楽しく過ごせるように、指導員が一緒に活動します。

【対象児童】昼間保護者（祖父母を含む）のいない家庭の小学校１～３年生の児童
【募集児童数】各児童クラブ約 20 名
【開設場所】①中央公民館（門川小学校児童対象）

②五十鈴小学校（五十鈴小学校児童対象）
③西門川地区活性化センター（西門川小学校児童対象）
④草川保育園（草川小学校児童対象）
⑤門川保育園（門川小学校児童対象）

【休館日】日曜日・祝祭日・年末年始（12 月 29 日～１月３日）
（※特別な事情により、その他の休日を設けることがあります。）

【開設時間】平日／放課後～午後６時
土曜日・夏休み等／午前８時～午後６時

【利用料・会費】利用料、おやつ代などが必要となります。
【加入手続き】１. 必要書類
　　　　　　　　・児童クラブ加入申請書
　　　　　　　　・就労状況届（父母、及び同居している祖父母等で就労している方全員分）
　　　　　　　　※その他家庭の状況により別途書類が必要な場合があります。
　　　　　　　２. 書類配布場所・提出先
　　　　　　　　上記①～③の児童クラブ：役場福祉課　子育て支援係
　　　　　　　　同④、⑤の児童クラブ：各保育園
　　　　　　　３. 申込み期間　平成23年１月５日（水）～平成23年１月28日（金）
【その他】
　○希望者が多数の場合は、調整させていただくことがあります。
　○�夏休み等、短期間のみの加入を希望する方も、上記申請期間にお申し込みください。年度途
中でのお申し込みは、加入できないことがあります。

　○児童のお迎えは保護者が責任をもって行ってください。自転車の使用は認めません。
※お問い合わせ先：福祉課　子育て支援係　63-1140（内線 231）

　11 月 25 日（木）、第 17 回東臼杵郡身体障
がい者ゲートボール大会が、椎葉村総合運動
公園にて開催されました。本町からは、選手・
審判の方７名、スタッフ４名が参加し、他の
３町村（美郷町、諸塚村、椎葉村）の選手・
役員も含め、総勢約 80 名の方が参加されまし
た。門川町、諸塚村からは各１チーム、椎葉
村からは２チーム、美郷町からは３チーム、
計７チームが参加しました。
　この大会は、身体障がい者及び高齢者の方
が、ゲートボールを通じて機能の回復と体力
の維持を図り、自立を目指し明るい生活に寄
与することを目的としています。選手たちは
チーム一丸となって、とても盛り上がってい
ました。
　この大会におきまして、門川町チームは惜
しくも準優勝となりました。今後も益々のご
活躍をお祈りいたします。

福祉課地域福祉係
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　11 月 18 日（木）、門川中学校の生徒 36 名（２
年１組）が、延岡市長浜町にある旭化成せん
い工場を訪れ学習しました。この事業は、平
成 19 年から実施されており、理科の授業の一
貫として行われるものです。生徒は、工場の
友清正博さんや橋口雄一さんのもとで、衣料
用品や自動車のシートなどの原料となる繊維
（ナイロン 66）について実験を行いながら学
習しました。その中で生徒たちは、繊維から
様々なものができることに驚いていました。

生徒の感想を紹介します。「日夜多くの人が頑張って働いていることがわかりました。自分が大人
になってもこの講師派遣事業で得た経験を生かしていきたいと思います」（桜川裕太さん）

　平成22年度も５月から始まり、11月まで各種がん検診を実施しました。「初めて受けるとよ」

と言う方から「毎年受けてるよ！」「久しぶりに受けるとよ」と言う方まで、多くの方が検診会場

に来られました。『初めて受ける』という方や『○年ぶりに受ける』という方が、引き続き受診し

ていただけるように平成23年度も各地区を回りますので、ぜひ受診してください。

　今年度の受診者は下記の通りとなりました。

人数にすると「お、結構受けてるんだ」と思いますが、受診率で見ると…

　国はがん検診の受診率を 50%まで引き上げたいとしていますが、残念ながら門川町の実施す

るがん検診を受けている方はまだまだ少ないことが分かります。

　がん検診を受けることで最も効果が期待されることは、『自覚症状のない段階でがんを早期に発

見し、早期治療につなげること』です。がん検診はもともと自覚症状のない方が受けることから、

実際に早期がんが発見されるケースが少なくありません。そのため、定期的に検診を受診するこ

とが望ましく、ある年に１回だけ受診して異常がなかったから大丈夫と思い、翌年以降の受診を

しないような場合では検診の効果は期待できなくなります。

　どうもない時に受けてこその、がん検診。あなたも今年は検診を受けて笑顔あふれる１年にし

ませんか？

門川町役場　町民課　健康づくり係　☎ 63-1140

●平成 23年 4月より門川町へ納付する税・料金等のお支払が、コンビニでできるようになります。

（質問）　　コンビニで納められるようになったものは、どういうものがあるの？
（回答）　　町県民税（普通徴収）、固定資産税、国民健康保険税、軽自動車税【税務課】
　　　　　介護保険料、保育料【福祉課】
　　　　　住宅使用料、駐車場使用料、区画整理清算金、区画整理保留地処分金【環境建設課】
　　　　　奨学金【教育総務課】
　　　　　上水道料、簡易水道料【水道課】　　以上の項目です。【　】内は担当課です。

（質問）　　いままで口座振替にしていたけれど、どうなるの？
（回答）　　 口座振替の契約は継続となります。従来どおり各納付月の 25日、再振替は翌月 10日に

引き落とされます。

（質問）　　いままでどおり銀行の窓口で納めたいのだけど、どうなるの？
（回答）　　引き続き、納付書に記載しております金融機関でも納めていただけます。

（質問）　　納付書がホチキス止めしないらしいけど、大丈夫かしら？
（回答）　　 たしかにホチキス止めを行いません。このため納付の順番（納期・月順）を間違えない

ようにお願いいたします。もし納付書を紛失された場合は、役場担当課までご連絡く
ださい。また、「納め忘れ・納期誤り」の心配が無い「口座振替」のご利用をお勧めいた
します。

　　　　　 口座振替のお申込は、門川町役場各担当課または金融機関（宮崎銀行、宮崎太陽銀行、
高鍋信用金庫、日向農業協同組合、門川漁業協同組合、庵川漁業協同組合、郵便局）
でできます。

（質問）　　コンビニでの納付方法は？
（回答）　　①納付される納付書をコンビニのレジに提出してください。
　　　　　②納付書のバーコードを読み取りますので、その金額を納付してください。
　　　　　③領収証を受け取り、大切に保管してください。
　　　　　　このように、納付方法も簡単です！

（お問い合わせ）門川町役場　代表☎63-1140　各担当課まで
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償却資産申告について
　毎年１月１日現在、償却資産（耐用年数１年以上で取得価格が 10 万円以上の次にかかげる事業用機械、
器具、備品等）を有する方及び事業所は、平成 23 年１月 31 日までに償却資産申告を行ってください。
　また、前年度と変更がない場合も、申告をしていただきますようお願いいたします。

　①構築物（煙突、鉄塔、岸壁など）②機械及び装置（旋盤、ポンプ、動力配線設備など）
　③船舶④航空機⑤車両及び運搬具（貨車、客車、トロッコ、大型特殊自動車など）
　⑥工具、器具、備品（測定工具、切削工具、机、いす、ロッカーなど）をいいます。

※昨年までに申告された方は、役場より申告書を送付しています。
※はじめて申告される方は、固定資産係に申告書がありますので、窓口までお越しください。

家屋滅失届について

　家屋の固定資産税は、毎年１月１日現在における家屋の状況を基に納税の義務が発生しますので、家屋の
取り壊しがあった場合は、速やかに「家屋滅失届」の提出をお願いします。なお、登記されている家屋につ
きましては、宮崎地方法務局延岡支局に滅失の登記をしていただければ、役場への届出は必要ありません。
　また、小規模の増築についても、役場税務課固定資産係へ連絡していただきますようお願いいたします。
※家屋滅失届は、役場税務課固定資産係にあります。

【お問い合わせ先】門川町役場　税務課　固定資産係　☎ 63-1140（内線 238）

平成22年分給与支払報告書の提出期限は平成23年１月31日です！

　給与を支払う者（会社・個人事業主）は、従業員の１月１日現在に在住する市町村に対し、総括表を添え
て給与支払報告書を提出しなければなりません。これは、地方税法第 317 条の６（給与支払報告書等の提出
義務）の規定で定められています。
　給与支払報告書とは、前年の１月１日から 12 月 31 日の間に支払った給与総額、給与から控除した社会保
険料の合計額、源泉徴収税額等を記載したものです。この給与支払報告書を提出しなかったり、虚偽の記載
をした給与支払報告書等を提出した場合は、地方税法第 317 条の７（給与支払報告書等の提出義務違反に関
する罰）の規定によって処罰されます。
　なお、平成 22 年分の給与支払報告書の提出期限は平成 23年１月 31日になっております。期限までに
提出くださいますようお願いします。

【お問い合わせ先】税務課　住民税係　☎ 63-1140（内線 236）

　門川町へ口蹄疫対策及び再生復興対策として寄付金をいただきました。皆様のご厚意とご支援に心から感
謝申し上げます。

寄付金報告（門川町口蹄疫防疫寄付金）

　平成 23 年２月に（新）栄ヶ丘町営住宅の入居者募集を行う予定
です。詳細な募集日程及び募集戸数等については、広報かどがわ
２月号に掲載いたします。
　また、２月以降に門川町ホームページや役場の掲示板にも掲載
いたしますので、ぜひご覧ください。
【門川町ホームページアドレス　http://www.town.kadogawa.lg.jp/】

= 募集住戸（予定）=

※栄ヶ丘①及び③については、世帯人数が１名以上が対象となります。
※栄ヶ丘②については、世帯人数が２名以上が対象となります。
※栄ヶ丘③については、車イス対応住居になっておりますので、障害者手帳等が必要になります。
※ 募集戸数等は変更になる場合がありますので、広報かどがわ２月号及び門川町ホームページ等にて

再度お知らせいたします。

= 申込資格 =
（申込には、下記の条件を満たすことが必要です。）
①原則として現在、同居し又は同居しようとする親族がある方。（栄ヶ丘①及び③は１人世帯でも可）
②現在、住宅に困っている方（原則として、公営住宅に住んでいる方、持ち家のある方は申込不可。）
③収入が公営住宅入居資格収入基準以下であること。
④町民税等を滞納していないこと。
⑤平成 23 年２月 15 日現在で、町内に居住し住民登録しているか、又は町内に勤務している方。
⑥結婚予定者は平成 23 年２月 28 日までに入籍する方。
⑦入居申込者または同居しようとする親族が暴力団員及びその関係者ではないこと。

（お問い合わせ先）門川町役場環境建設課・建築住宅係　☎（0982）63-1140（内線 247・250）

　今般、町営墓地使用権の申込みを下記のとおり実施しますのでお知らせします。

記
（空き区画及び使用料）�①宮ヶ原霊園（門川町宮ヶ原５丁目 42 番２）

２区画…93 号、170 号
使用料…280,000 円／区画

（申込期間）平成23年１月４日（火）から平成23年１月31日（月）まで
（申込方法）申込書（環境建設課環境係にあります）に記入・押印のうえ、住民票を添付して申し込ん
　　　　　  でください。
（申�込�先）門川町役場　環境建設課　環境係（別館１F）
（申込条件）下記の２つの条件をいずれも満たす者とします。
　　　　　��①門川町に住所を有する者
　　　　　��②現在、町営墓地の区画を有しない者
（抽選日程）平成 23 年２月中を予定しております。後日、申込者に文書でお知らせします。

※申込みに際しては、住民票と印鑑が必要となります。

（お問い合わせ先）環境建設課環境係　☎ 63-1140（内線 286）
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る
み
で
の
特
色
あ
る
活
動
が
評
価

さ
れ
、
こ
の
た
び
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
本
当

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　本
年
度
の
県
更
生
保
護
事
業
功
労
者
顕
彰
式
典
が

11
月
30
日
に
宮
崎
市
で
開
催
さ
れ
、
犯
罪
者
や
非
行

少
年
の
更
生
に
尽
力
し
た
保
護
司
や
民
間
協
力
者
、

団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　席
上
、
保
護
司
と
し
て
永
年
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

城
屋
敷
地
区
の
小
野
カ
ズ
ヨ
さ
ん
が
法
務
大
臣
表
彰

と
宮
崎
県
知
事
か
ら
の
感
謝
状
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。　小

野
さ
ん
は
、
平
成
２
年
よ
り
20
年
間
、
保
護
司

と
し
て
、
非
行
青
少
年
の
自
立
更
生
、
社
会
復
帰
等

に
尽
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　今
後
と
も
、
明
る
い
社
会
づ
く
り
に
ご
尽
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　本
年
度
の
社
会
福
祉
功
労
者
等
厚
生
労
働
大
臣
表

彰
伝
達
式
が
12
月
９
日
に
県
庁
で
開
催
さ
れ
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
職
務
に
精
励
し
、
そ
の
功

績
が
特
に
顕
著
で
あ
る
方
や
、
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　本
町
か
ら
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
永

年
ご
活
動
い
た
だ
い
て
い
ま
す
中
村
地
区
の
櫻
川
ミ

エ
子
さ
ん
が
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。　櫻

川
さ
ん
は
、
平
成
元
年
よ
り
21
年
間
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
と
し
て
職
務
に
精
励
さ
れ
、
地
域
福

祉
、
児
童
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
日
夜
積
極
的
な
活

動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　今
後
と
も
、
地
域
福
祉
の
向
上
に
ご
尽
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

『
西
門
川
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

文
部
科
学
大
臣
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
表
彰
』

受
賞
！

更
生
保
護
事
業
功
労
者
と
し
て

　
　
　
　
　
　

法
務
大
臣
表
彰
受
賞

社
会
福
祉
功
労
者
と
し
て

　
　

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
受
賞



18広報　　　　1月19 広報　　　　1月

　表
計
算
ソ
フ
ト
「
エ
ク
セ
ル
」
に
つ
い

て
基
礎
か
ら
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　講
師
の
先
生
が
分
か
り
や
す
く
指
導
し

ま
す
。

☆
エ
ク
セ
ル
の
基
礎
知
識

☆
表
の
作
成

☆
簡
単
な
関
数

☆
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
活
用
等

【
日
程（
５
日
間
）】

　１
月
17
日（
月
）・
20
日（
木
）・

　24
日（
月
）・
27
日（
木
）・
31
日（
月
）

【
時
間
】

　午
後
７
時
30
分
～
午
後
９
時
30
分

●
費
用

　２
１
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

●
受
講
資
格

　

 

原
則
と
し
て
門
川
町
内
に
在
住
し
て
い

る
成
人
男
女

●
定
員

　各
20
名（
定
員
に
な
り
次
第
、受
付
終
了
）

●
会
場

　門
川
町
立
図
書
館
２
階

　情
報
研
修
室

●
申
込
方
法

　お
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　門
川
町
役
場

　社
会
教
育
課

　☎
６
３
─
１
１
４
０

　絵
本
っ
て
本
当
に
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。

こ
わ
が
っ
て
い
た
子
が
、
絵
本
を
読
む
と
、

【
募
集
学
生
】

■
全
科
履
修
生
（
卒
業
を
目
指
す
学
生
）

■
選
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学
す
る
学
生
）

■
科
目
履
修
生
（
半
年
間
在
学
す
る
学
生
）

平
成
23
年
度
第
１
学
期　

大
学
院

修
士
選
科
生
及
び
修
士
科
目
生　

学
生
募
集

『
自
分
の
学
習
・
研
究
し
た
い
科
目
を
選
択
し
、

履
修
す
る
学
生
』

【
募
集
期
間
】
平
成
22
年
11
月
15
日（
月
）

～
平
成
23
年
２
月
28
日
（
月
）

【
募
集
学
生
】

■
修
士
選
科
生
（
１
年
間
在
学
す
る
学
生
）

■
修
士
科
目
生
（
半
年
間
在
学
す
る
学
生
）

平
成
24
年
度　

大
学
院
（
修
士
全
科
生
）

学
生
募
集

『
原
則
と
し
て
２
年
間
在
学
し
、「
修
士（
学

術
）」
の
学
位
の
取
得
を
目
指
す
学
生
』

【
募
集
期
間
】
平
成
23
年
８
月
19
日（
金
）

～
平
成
23
年
９
月
２
日
（
金
）（
予
定
）

※
入
学
試
験
を
行
い
ま
す
。

【
資
料
請
求
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

放
送
大
学
宮
崎
学
習
セ
ン
タ
ー

〒
８
８
３
─
８
５
１
０

　日
向
市
本
町
11
─
11

☎
０
９
８
２
─
５
３
─
１
８
９
３

（
月
・
祝
日
休
）

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　家
庭
の
こ
と
、
学
校
の
こ
と
、
職
場
の
こ

と
誰
に
相
談
し
た
ら
い
い
の
か
、
ど
こ
に
相

談
し
た
ら
い
い
の
か
、
心
配
事
や
悩
み
事
を

か
か
え
て
い
る
方
、
ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
ま

せ
ん
か
？

◎ 

経
験
豊
富
な
臨
床
心
理
士
が
ご
相
談
に
応

じ
ま
す

平
成
23
年
１
月
30
日
（
日
）

１
日
間
の
み

朝
９
時
か
ら
夕
方
５
時
ま
で

０
８
０
─
３
９
０
８
─
３
４
０
１

０
８
０
─
３
９
０
９
─
３
４
０
２

宮
崎
県
臨
床
心
理
士
会

会
長

　佐
藤
容
子

（
事
務
局
住
所
）

宮
崎
市
古
城
町
丸
尾
１
０
０

宮
崎
産
業
経
営
大
学
内

放
送
大
学
（
教
養
学
部
）

平
成
23
年
度
第
１
学
期
学
生
募
集

【
募
集
期
間
】
平
成
22
年
11
月
15
日（
月
）

～
平
成
23
年
２
月
28
日
（
月
）

こ
わ
が
っ
て
い
た
は
ず
の
人
の
ひ
ざ
の
上

に
ち
ょ
こ
ん
と
座
っ
た
ん
で
す
。
人
と
人

の
心
の
結
び
つ
き
の
架
け
橋
に
な
っ
て
く

れ
る
絵
本
。
そ
の
不
思
議
な
力
を
体
験
す

る
と
、
そ
の
す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
な
い
訳

に
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。（
読
み
聞
か
せ

後
の
感
想
）

講
座
の
開
催
す
る
施
設
と
日
時
は
次
の
と

お
り
で
す
！

場
所
／
門
川
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　（草
川
保
育
園
敷
地
内
）

日
時
／
平
成
23
年
１
月
17
日
（
月
）

　
　
　10
時
～
11
時

　子
育
て
中
の
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
は

も
ち
ろ
ん
、
興
味
の
あ
る
方
は
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
、

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
こ
ち
ら
ま
で

門
川
町
教
育
委
員
会

☎
６
３
─
１
１
４
０

主
催
／
宮
崎
県
立
図
書
館

パ
ソ
コ
ン
講
座
受
講
生
募
集
!!

「
基
本
を
学
ぼ
う

　エ
ク
セ
ル（
基
礎
）」

第
12
回
全
国
一
斉
こ
こ
ろ
の

健
康
電
話
相
談

放
送
大
学
学
生
募
集

わ
が
子
へ
の
読
み
聞
か
せ
講
座
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★
水
道
料
金
の
口
座
振
替
に
つ
い
て

　

 

　１
月
25
日
は
、
12
月
分
の
口
座
振
替
日
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
１
月
25
日
に
引
落
し
で
き
な
か
っ
た

場
合
は
、
２
月
10
日
に
再
振
替
し
ま
す
。
な
お
、
11
月
分
の
再
振
替
は
１
月
11
日
に
行
な
い
ま
す
。

★
水
道
料
金
の
納
付
書
に
つ
い
て

　

 

　今
月
上
旬
に
水
道
料
金
12
月
分
の
納
付
書
を
発
送
す
る
予
定
で
す
。
納
付
書
は
ハ
ガ
キ
タ
イ
プ
に
な
っ

て
お
り
、
丁
寧
に
は
が
し
て
料
金
を
ご
確
認
の
上
、
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　美
郷
町
南
郷
区
を
舞
台
に
、
百

済
王
伝
説
の
証
と
さ
れ
る
「
師
走

祭
り
」
が
、
１
月
21
日
（
金
）
か

ら
23
日
（
日
）
ま
で
の
３
日
間
開

催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
祭
り
は
、
南

郷
区
神
門
神
社
と
木
城
町
比
木
神

社
に
祭
神
と
し
て
祭
ら
れ
て
い
る

百
済
王
族
親
子
の
１
年
に
一
度
の

対
面
の
祭
り
で
す
。

１
月
21
日（
金
）「
上
り
ま
し
」

　木
城
町
比
木
神
社
か
ら
の
王
族

を
迎
え
る
「
迎
え
火
」
が
、
ご
神

幸
行
列
の
道
沿
い
に
作
ら
れ
た
数

十
基
の
杉
や
ぐ
ら
が
天
を
も
焦
が

さ
ん
ば
か
り
に
勇
壮
に
炎
を
上
げ
、

辺
り
一
面
を
幻
想
的
な
雰
囲
気
に

包
み
込
み
ま
す
。

　「迎
え
火
」
は
、
午
後
５
時
ご
ろ

か
ら
で
す
。

１
月
22
日（
土
）「
中
日
」

　神
事
や
祭
典
が
古
式
豊
か
に
そ

し
て
厳
や
か
に
行
わ
れ
、
夜
は
、

多
彩
な
神
楽
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。

「
神
楽
」
は
、
午
後
７
時
ご
ろ
か
ら

で
す
。

１
月
23
日（
日
）「
下
り
ま
し
」

　王
族
の
別
れ
の
悲
し
み
を
隠
す

た
め
に
行
っ
た
と
さ
れ
る
「
へ
ぐ

ろ
塗
り
」
の
儀
式
が
お
こ
な
わ
れ
、

笑
い
や
悲
鳴
の
中
、
祭
り
に
訪
れ

た
人
た
ち
誰
彼
か
ま
わ
ず
顔
に
墨

を
つ
け
て
ま
わ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

別
れ
、「
オ
サ
ラ
バ
ー
、
オ
サ
ラ

バ
ー
」
と
神
門
神
社
一
行
と
地
元

の
人
た
ち
が
鍋
や
杓
子
を
片
手
に
、

木
城
町
比
木
神
社
一
行
を
見
送
り
、

幕
を
閉
じ
ま
す
。

　「へ
ぐ
ろ
塗
り
」
は
、
午
前
11
時

ご
ろ
か
ら
で
す
。

　大
変
厳
し
い
寒
さ
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
暖
か
い
服
装
で
お
越
し
下

さ
い
。

（
お
問
い
合
わ
せ
先
）

美
郷
町
観
光
協
会
南
郷
支
部

☎
０
９
８
２
─
５
９
─
１
６
０
１
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1月のカレンダー （平成22年12月７日現在）

1

8

15

22

29

5

　　　

　　　

　　　

　　　

　　　

30

6

13

20

27

3

29

5

12

19

26

2

28

4

11

18

25

2/1

27

3

10

17

24

31

12/26

2

9

16

23

30

31

7

14

21

28

4

土日

　　　

　　　

成人式
（9:00～11:15
門川町総合文化会館）
やなぎもちづくり
体験会
（9:00～13:00
心の杜体育館）

　　　

　　　

　　　

　　　

平成23年
門川町出初式
（8:00～12:00
門川町海浜総合
公園）

町内小中学校
始業式

中山神社大祭
（早朝～中山神社）

元日
心の杜休館日

おはなし会
（11:00～11:30門川町立図書館）
親子で楽しむレクリ
エーション教室
（9:00～12:00
門川町立中央公民館）
楽しい野菜づくり教室
（9:00～12:00　町内）

わが子への読み
聞かせ講座
（10:00～11:00
子育て支援センター）
心の杜休館日

遊学塾
（9:00～12:00
門川町立中央公
民館）

３才児健診
（H19年６・７月
生対象　13:15
～14:00受付　
門川町総合福祉
センター）

楽しい
野菜づくり講座
（9:00～12:00
町内）

五十鈴小学校
PTA地区対抗
駅伝大会
みんなと朝市
（8:00～9:30　
門川漁港）

おはなし会
（10:30～11:00
門川町立図書館）

月 火 水 木 金

成人の日 行政相談日
（10:00～15:00
門川町総合福祉センター）
つどいの広場
（10:00～12:00
心の杜チャイルド
ルーム）

西門川中学校
入学説明会
（午後）

高齢者教室
（9:00～12:00
門川町立中央公民館）

第３回
新春子どもの声を
聞く会
（10:00～12:00
クリエイティブセン
ター門川）

おはなし会
（10:30～11:00
門川町立図書館）
前期乳児健診
（H22年８・９月生対象
13:30～14:00受付
門川町総合福祉センター）

【時間】受付／午前９時～10時   式典／午前10時～　【会場】門川町総合文化会館
【お問い合わせ先】門川町教育委員会　社会教育課　☎６３-１１４０



◎味付きハモミンチを使ったメニュー
（１）ハモのかきあげ
<１人分の材料>
ハモミンチ60g
たまご8g
たまねぎ30g
ごぼう30g
にんじん20g
片栗粉　小さじ１
揚げ油　適量

<作り方>
①野菜を４cm長さの細切りにし、水気をきって
　片栗粉をまぶしておく。
②ハモミンチに卵を加えてよく練っておく。
③①と②を合わせて形をととのえ、油で揚げる。

（２）ハモシュウマイ
<１人分の材料>
ハモミンチ50g
たまねぎ20g
干し椎茸1g
シュウマイの皮4枚
酒　小さじ１
片栗粉　小さじ1

<作り方>
①たまねぎと椎茸をみじん切りにする。
②ハモミンチに調味料を加えてよく練っておく。
③①と②を合わせて皮で包み、10分ほど蒸す。

◎湯引き（生の切り身でも可）を使ったメニュー
（１）ハモのから揚げ
　　　サラダ
<１人分の材料>
ハモの湯引き　70g
きゅうり　30g
にんじん　20g
生パセリ　少々
油、砂糖　各小さじ１
酢、醤油　各小さじ１

<作り方>
①湯引きに片栗粉をまぶし、油で揚げる。
②野菜を４cmのせん切りにし水にさらす。
③�①と②を皿に盛り、ドレッシング（調味料を合わせる）
をかける。最後にパセリをちらす。

（２）ハモのおろし煮
<１人分の材料>
ハモの湯引き　50g
白菜またはキャベツ　30g
にんじん　10g
大根おろし　30g
山芋　30g
だし汁　1/2カップ
酒、醤油、砂糖
各小さじ1強

<作り方>
①�山芋、人参は拍子切り、白菜はざく切りにする。だし
汁と調味料を煮立たせ、野菜を煮る。
②大根おろしとハモを加えひと煮立ちさせる。

「町報かどがわ」についてのご意見 ･ご要望は総務企画課までハガキか FAXでお送りください。
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●町内人口

（　　）内は前月

12月１日現在

男

8,869
（8,872）

9,959
（9,962）

18,828
（18,834）

7,205
（7,193）

女 計 世帯数

お問い合わせ　町民課　健康づくり係

◎集合税　　　　　（８期）

今月の納期

（１人分）165kcal

（１人分）118kcal

（１人分）152kcal

（１人分）129cal

　わが町の特産品である “金鱧” は県内外でも有名です。しかし、ご家庭の食卓にハモ料理がならぶ機会は
あまりないように思います。今回は、ご家庭でも簡単にハモが味わえるように便利な “味付きハモミンチ”
と“湯引き（生の切り身でも可）”を使った料理をご紹介したいと思います。お正月などにいかがでしょうか？
※メニューは、食のボランティアとして活動されているヘルスメイトさんにご協力いただきました。


